
                                                         
 

 
 

  

   
 

             
 

  

 

 

八
景
歩
き

 

 

八
景
歩
き
は
、

 

他
に
も
コ
ー
ス
が
あ
る
よ
！

 

 

❹
 

❷
 

❺
 

❸➌❼
 

❶
 
下
ケ
戸
地
区
の
屋
敷
と
古
木
 

 

❻
 
岡
発
戸
・
都
部
の
谷
津
 

❺
日
の
出
通
り
と
四
季
の
道
 

川
村
学
園
女
子
大
学
や
か
じ
池
が
接
す
る
東
西
に
ま
っ
す
ぐ
伸
び
る

道
は
“
日
の
出
通
り
”
、か
じ
池
か
ら
南
の
湖
北
台
へ
と
続
く
道
は
“
四

季
の
道
”
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。沿
道
の
田
ん
ぼ
は
遠
く
に
斜
面
林

を
望
み
、秋
に
は
黄
金
色
に
輝
き
ま
す
。 

❻
岡
発

お
か
ほ
っ

戸と

・
都
部

い
ち

ぶ

の
谷
津

《
我
孫
子
遺
産
》
 

（
成
田
線
車
窓
八
景
、
ハ
ケ
の
道
八
景
、
斜
面
林
・
田
園
八
景
、
水
八
景
）
 

斜
面
林
や
湧
水
、水
田
、湿
地
な
ど
の
貴
重
な
自
然
環
境
が
残
さ
れ
て

い
る
、面
積
約
３
７
h
a
の
市
内
最
大
の
谷
津
で
す
。 

こ
の
谷
津
の
中
の
景
観
が
、我
孫
子
の
い
ろ
い
ろ
八
景
の
４
つ
の
ジ
ャ

ン
ル
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。春
に
は
木
々
や
草
花
が
芽
吹
き
、夏
に
は

青
々
と
し
た
水
田
が
広
が
り
、秋
に
は
稲
が
黄
金
色
に
輝
き
ま
す
。我
孫

子
市
の
谷
津
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
構
想
の
も
と
、市
民
団
体
と
市
が
協

力
し
て
谷
津
を
保
全
し
て
お
り
、人
の
手
が
入
る
こ
と
で
自
然
が
守
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、谷
津
の
中
程
か
ら
見
え
る
我
孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

の
桜
は
、成
田
線
の
車
窓
か
ら
も
見
え
る
ほ
ど
見
事
な
景
観
と
な
っ
て

い
ま
す
。市
民
の
宝
で
あ
る
谷
津
は
、大
事
に
守
っ
て
い
き
た
い
場
所

で
す
。 

❼
近
隣
セ
ン
タ
ー
こ
も
れ
び
 

戦
前
は
近
衛
文
麿
の
別
荘
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
、平
成
１
７
年
に
開

館
し
た
、木
材
を
多
用
し
た
山
荘
風
の
近
隣
セ
ン
タ
ー
で
す
。我
孫
子

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
隣
接
し
、ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
な
ど
の
樹
木
を
で
き
る
だ
け

残
し
た
閑
静
な
環
境
は
、平
成
１
７
年
に
第
９
回
我
孫
子
市
景
観
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
開
か
れ
、市
民
活
動
の
場
と
し

て
、市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。<
休
館
日
：毎
月
第

2
・4
火
曜
日
と

年
末
年
始

>
 

   
 

❶
下
ケ
戸

さ
げ

と

地
区
の
屋
敷
と
古
木
 
 
 
 
 

緩
や
か
に
カ
ー
ブ
し
た
細
い
道
沿
い
に
、大
き
な
屋
敷
が
点
在
し
て
い

ま
す
。古
木
の
屋
敷
林
に
は
、樹
齢

1
3

0
年
以
上
の
シ
イ
ノ
キ
や
、樹
齢

約
１
２
０
年
の
ケ
ヤ
キ
が
あ
り
、大
木
で
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。屋
敷
の

広
さ
や
門
の
大
き
さ
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

❷
西
音
寺

 

真
言
宗
豊
山
派
の
寺
で
、新
四
国
相
馬
霊
場
第
７
４
番
札
所
で
す
。 

現
在
は
住
職
が
不
在
の
た
め
、下
ケ
戸
地
区
の
皆
さ
ん
が
管
理
し
て

い
ま
す
。寺
の
奥
に
は
木
漏
れ
日
が
そ
そ
ぐ
八
幡
神
社
や
庚
申
塔
な
ど

が
あ
り
ま
す
。 

❸
川
村
学
園
女
子
大
学
（

桜
八
景
）
 

日
の
出
通
り
に
面
し
、Ｊ
Ｒ
天
王
台
駅
か
ら
徒
歩
で
２
０
分
程
の
所
に
あ

る
、昭
和
６
３
（
1

9
8

8
）
年
開
学
の
白
亜
の
校
舎
が
眩
し
い
女
子
大
学

で
す
。キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
植
え
ら
れ
た
約
３
０
０
本
の
桜
は
大
き
く
育
ち
、

開
花
シ
ー
ズ
ン
に
は
見
事
な
桜
並
木
が
一
般
に
開
放
さ
れ
、市
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。 

❹
か
じ
池

（
水
八
景
）
 

レ
ス
ト
ラ
ン
“
か
じ
池
亭
”
の
敷
地
内
に
あ
る
、利
根
川
の
氾
濫
に
よ
り

で
き
た
直
径
約
７
０
ｍ
の
湧
水
池
で
す
。名
前
の
由
来
は
、そ
の
昔
、こ
こ

で
落
武
者
が
鍛
冶
屋
を
し
て
い
た
こ
と
か
ら
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。野

鳥
が
訪
れ
る
池
に
は
、６
～
１
０
月
に
は
ア
ジ
サ
イ
や
睡
蓮
が
咲
き
、見

た
人
か
ら
は
「
モ
ネ
の
『
睡
蓮
』
の
よ
う
だ
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。見
学

の
際
は
１
０
時
～
１
５
時
に
お
店
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

隣
り
の
Ｎ
Ｅ
Ｃ
我
孫
子
事
業
所
内
に
も
、非
公
開
で
す
が
“
四
つ
池
”
と

呼
ば
れ
る
同
時
期
に
で
き
た
池
が
あ
り
、保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

“守
ら
れ
た
自
然
” 

か
じ
池
・谷
津
を

 

巡
る
コ
ー
ス

 
ゴ
ー
ル
 
東
我
孫
子
駅
南
側
 

ス
タ
ー
ト
 
東
我
孫
子
駅
北
側
 

近
隣
セ
ン
タ
ー

 
こ
も
れ
び
 
 
 

日
の
出
通
り
と
四
季
の
道
 

西
音

寺
 

川
村
学
園
女
子
大
学
 

か
じ

池
 

検
索

 

消
費
カ
ロ
リ
ー

 

１
９
８
 kca

l 

体
重

 ６
０
kg
の
方
が

 

時
速
４
ｋｍ
で
歩
い
た

 

場
合

 

コ
ー
ス
約

 ４
．３

 K
m

 

手
賀
沼
の
う
な
き
ち

さ
ん
 

天
王
台
・

 
東
我
孫
子
ｴ
ﾘｱ

 ２
 



 

 

湖北台 

茨城県 
取手市 

第二小学校 

古利根沼 

川村学園女子大学 
附属保育園 

ＮＥＣ 
我孫子事業所 

手賀沼のうなきちさん 

 Ｎ 

道が狭く車の往来が 

多いので気を付けて！ 

四つ池 

 ❹ 

（大） 

 

近隣センター こもれび 

オオバンくん 

我孫子のいろいろ八景歩き 

“守られた自然” かじ池・谷津を巡るコース 

発   行 平成 28 年 10 月（第１刷） 令和 8 年 7 月（第 6 刷） 

発 行 者 我孫子市都市計画課景観推進室  

☎04-7185-1529 

企画・編集 我孫子の景観を育てる会 

 

かじ池 
（水八景） 

❺ 

 スタート 

❼ 

下ケ戸 

日の出通りと四季の道 

“守られた自然”かじ池・谷津を巡るコース 

川村学園女子大学 
（桜八景） 

ゴール 

❼ 近隣センター こもれび 

 

❷ 西音寺 

 

 

❶ 下ケ戸地区の屋敷と古木 

かじ池亭 

❻ 岡発戸・都部の谷津 

❹ かじ池 

 

 

 

 

東我孫子駅 

南エリアの八景歩きには、 

天王台・東我孫子エリア３ 

「ハケの道と坂道の 

岡発戸こもれびコース」 

をご利用ください。 ▲岡発戸峠の坂 

夏

岡発戸・都部の谷津から 
見た我孫子ゴルフ倶楽部 
の桜 

❸ 川村学園女子大学 

 

西音寺 

❸ 

❻ 

オープンガーデン 
になっています 

岡発戸 

さ げ と 
下ケ戸地区の屋敷と古木 

お か ほ っ と 

❷ 

東我孫子 

❶ 

★岡発戸・都部の谷津 
（成田線車窓八景） 

（ハケの道八景） 

（斜面林・田園八景） 

（水八景） 
 

八幡神社 

❺ 日の出通りと四季の道 

 

アパート 

コンビニ 

我孫子 
ゴルフ倶楽部 

利根川 

我孫子遺産 

我孫子市の自然・歴史・文化 

を語るうえで大切なもの 

 ★が付いているスポットは 

我孫子遺産に選定されています 


